
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会

宮
　
田
　
繁
　
幸

│
そ
の
歴
史
と
現
在
│



は
じ
め
に

一
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
歴
史

二
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
現
状

三
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
今
後



は
じ
め
に

前
号
で
過
去
四
十
五
回
に
わ
た
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
出
演
芸
能
に
つ
い
て
、
そ
の
一
覧
を
提
示
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
そ
の
も
の
の
歴
史
と
現
在
の
状
況
及
び
直
面
し
て
い
る
課
題
等
に
つ
き
考
察
し
た
い
。

一
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
歴
史

発
足第

一
回
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
全
国
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
の
開
催
地
と
出
演
芸
能
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

（（
１１
））

。

○
　
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

開
催
期
日
　
昭
和
三
十
四
年
十
月
二
十
一
日

開
催
地
　
　
宮
城
県
仙
台
市

会
　
場
　
　
仙
台
市
公
会
堂

出
演
芸
能
　
松
前
神
楽
（
北
海
道
）、
平
塩
舞
楽
（
山
形
県
）、
自
奉
楽
（
福
島
県
）、
根
子
番
楽
（
秋
田
県
）、
津
軽
獅
子
舞
（
青

森
県
）、
衣
川
念
仏
剣
舞
（
岩
手
県
）、
芋
沢
田
植
踊
（
宮
城
県
）
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○
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

開
催
期
日
　
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
六
日

開
催
地
　
　
東
京
都
新
宿
区

会
　
場
　
　
日
本
青
年
館

出
演
芸
能
　
木
崎
音
頭
（
群
馬
県
）、
大
日
堂
獅
子
舞
（
栃
木
県
）、
東
金
砂
神
社
田
楽
踊
（
茨
城
）、
さ
さ
ら
獅
子
天
狗
拍
子
（
埼

玉
県
）、
御
岳
の
太
々
神
楽
（
東
京
都
）、
無
生
野
の
念
仏
踊
（
山
梨
県
）、
佐
渡
花
笠
踊
（
新
潟
県
）、
雨
宮
御
神
事

（
長
野
県
）、
初
島
の
鹿
島
踊
（
静
岡
県
）

○
　
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

開
催
期
日
　
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
八
日
・
十
九
日

開
催
地
　
　
京
都
府
京
都
市

会
　
場
　
　
京
都
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場

出
演
芸
能
　
小
津
の
な
ぎ
な
た
祭
（
滋
賀
県
）、
水
間
寺
千
本
餅
つ
き
（
大
阪
府
）、
壬
生
狂
言
（
京
都
府
）、
越
中
お
わ
ら
踊
・
五

ヶ
山
追
分
踊
（
富
山
県
）、
久
世
六
斎
念
仏
（
京
都
府
）、
題
目
立
（
奈
良
県
）、
仏
舞
（
福
井
県
）、
国
府
村
金
蔵
獅

子
（
岐
阜
県
）、
伊
勢
大
神
楽
（
三
重
県
）、
鴨
川
住
吉
神
社
神
事
（
兵
庫
県
）、
吉
祥
院
六
斎
念
仏
踊
（
京
都
府
）

○
　
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会

開
催
期
日
　
昭
和
三
十
五
年
一
月
二
十
八
日

開
催
地
　
　
岡
山
県
岡
山
市
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会
　
場
　
　
葦
川
会
館

出
演
芸
能
　
越
路
雨
乞
踊
（
鳥
取
県
）、
備
中
神
楽
（
岡
山
県
）、
南
条
踊
（
広
島
県
）、
は
ね
お
ど
り
（
広
島
県
）、
青
獅
子
舞
（
島

根
県
）、
住
吉
神
社
お
船
謡
（
山
口
県
）、
綾
子
踊
（
香
川
県
）、
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
（
徳
島
県
）、
太
刀
踊
（
高
知
県
）、

五
ツ
鹿
踊
（
愛
媛
県
）

○
　
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会

開
催
期
日
　
昭
和
三
十
四
年
五
月
二
十
五
日

開
催
地
　
　
福
岡
県
久
留
米
市

会
　
場
　
　
久
留
米
市
公
会
堂

出
演
芸
能
　
竹
の
曲
（
福
岡
県
）、
博
多
独
楽
（
福
岡
県
）、
御
田
植
（
佐
賀
県
）、
平
戸
神
楽
（
長
崎
県
）、
宗
方
万
灯
（
熊
本
県
）、

北
原
芝
居
（
大
分
県
）、
高
千
穂
の
夜
神
楽
（
宮
崎
県
）

こ
れ
ら
の
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
地
都
道
府
県
が
中
心
的
な
主
催
者
と
な
り
、
国
（
文
化
財
保
護
委
員
会
）
が
後
援
す
る
と
い
う

形
式
が
と
ら
れ
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年
か
ら
全
国
で
一
斉
に
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
始
ま
っ
た
事
か
ら

見
て
も
、
当
時
の
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
の
強
い
意
向
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
で
は
そ
の
当
初
の
目
的
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

平
成
十
三
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史

（（
２２
））

』
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
に
つ
い
て
、

こ
の
大
会
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
う
ち
、
価
値
の
高
い
も
の
を
ひ
ろ
く
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
民
俗
芸
能
の
普
及
・
振
興
、
ひ
い
て
は
民
俗
芸
能
の
保
存
・
伝
承
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
文
化
財
保
護
委
員
会
当
時
は
、
全
国
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
の
実
態
が
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
財
団
法
人

日
本
青
年
館
主
催
の
「
全
国
民
俗
芸
能
大
会
」
と
併
行
し
て
民
俗
芸
能
の
伝
承
状
況
を
確
認
す
る
機
会
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

と
記
し
、
発
足
当
初
は
「
民
俗
芸
能
の
伝
承
状
況
を
確
認
す
る
機
会
」
と
い
う
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
事
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
大
会

に
お
け
る
公
開
を
民
俗
芸
能
の
調
査
機
会
と
と
ら
え
る
見
方
は
、
資
料
の
年
代
が
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
明
確
に
な
る
。

昭
和
三
十
七
年
発
行
の
雑
誌
『
民
俗
芸
能
』
創
刊
号
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
一
文

（（
３３
））

で
は
、

文
化
財
保
護
委
員
会
に
お
い
て
は
、
全
国
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
│
中
略

（（
４４
））

│
に
わ
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
を
企
画
し
、
昭
和
三

十
四
年
度
か
ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
遺
存
す
る
民
俗
芸
能
の
う
ち
で
、
価
値
の
高
い
も
の
を
ひ
ろ
く
公
開
し
、
民
俗
芸
能
に
対
す
る

一
般
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
公
開
さ
れ
る
民
俗
芸
能
を
中
心
と
し
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
民
俗
芸
能
関
係

者
が
現
地
調
査
を
行
い
、
都
道
府
県
に
お
け
る
民
俗
芸
能
保
存
に
関
す
る
業
務
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内

都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
主
催
と
な
り
、
文
化
財
保
護
委
員
会
と
日
本
放
送
協
会
と
が
後
援
し
、
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
五
カ
年
計

画（（
５５
））で

ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
あ
り
、
大
会
を
通
じ
た
調
査
が
目
的
の
か
な
り
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
三
十
五
年
刊
行
の
文
化
財
保
護
委
員
会
編
『
文
化
財
保
護
の
歩
み

（（
６６
））

』
の
第
二
篇
「
文
化
財
保
護
の
現
状
」
第
七
章
「
無

形
文
化
財
の
保
護
」
第
三
節
「
無
形
文
化
財
の
保
存
」
の
五
「
民
俗
芸
能
の
調
査
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

民
俗
芸
能
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
先

（（
７７
））

に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
は
そ
の
調
査
も
き
わ
め
て
不
十
分
で
、

こ
の
調
査
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
一
更
の
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

民
俗
芸
能
は
古
く
よ
り
日
本
各
地
に
遺
存
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当
然
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
の

対
象
に
な
り
得
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
等
の
民
俗
芸
能
は
日
本
全
国
に
わ
た
っ
て
散
在
し
、

そ
の
数
は
万
余
に
達
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
完
全
な
調
査
も
出
来
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
委
員
会
が

178



指
定
し
て
き
た
芸
能
は
す
べ
て
雅
楽
、
能
楽
、
文
楽
、
歌
舞
伎
、
邦
楽
、
邦
舞
等
の
い
わ
ゆ
る
中
央
的
芸
能
で
あ
り
、
地
方
芸
能
と

し
て
の
民
俗
芸
能
の
指
定
は
一
件
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
委
員
会
と
し
て
も
早
急
に
こ
れ
等
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し

て
随
時
民
俗
芸
能
の
指
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
の
調
査
の
方
法
と
し
て
は
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
行

う
ほ
か
、
昭
和
二
十
六
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
全
国
民
俗
芸
能
大
会
あ
る
い
は
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
開
催
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗

芸
能
大
会
等
を
通
じ
て
そ
の
調
査
の
万
全
を
計
っ
て
い
る
。
元
来
民
俗
芸
能
は
各
地
方
の
民
俗
や
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る

た
め
に
、
生
活
の
変
遷
に
と
も
な
っ
て
次
第
に
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
戦
後
に
お
け
る
生
活
の
激
変
が
民
俗
芸
能

に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
次
第
に
そ
の
原
形
を
損
な
い
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
早
急
に
調
査
を
完
了
し
て
指

定
す
べ
き
も
の
は
指
定
し
、
そ
の
保
存
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
か
ら
見
れ
ば
、
大
会
を
民
俗
芸
能
の
調
査
機
会
と
考
え
る
こ
れ
ら
の
見
方
に
は
様
々
な
批
判
も
あ
り
得
よ
う
が

（（
８８
））

、
一
方
で
全
国
的

実
態
の
把
握
が
き
わ
め
て
不
完
全
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
を
思
う
と
、
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。

ま
た
出
演
し
た
芸
能
に
関
し
て
は
、
大
会
出
演
時
に
実
見
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
文
書
・
写
真
・
録
音
等
の
記
録
作
成
も
同
時
に
行
わ

れ
、
当
時
の
文
化
財
保
護
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
録
の
う
ち
約
十
年
分
に
関
し
て
は
、
日
本
青
年
館
に
お
け
る
全
国
民
俗

芸
能
大
会
の
記
録

（（
９９
））

と
併
せ
て
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
『
無
形
文
化
財
記
録
　
芸
能
編
１
〜
４

（（
1100
））

』
と
し
て
文
化
庁
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い

る
。で

は
当
時
の
文
化
財
保
護
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
保
護
部
局
は
、
こ
の
初
期
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
成
果
を
現
実

に
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
。
前
掲
の
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
で
は
、
民
俗
芸
能
の
指
定
の
必
要
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
全
国
民
俗
芸
能
大
会
と
並
ん
で
、
指
定
に
至
る
民
俗
芸
能
調
査
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
な
役
割

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
民
俗
芸
能
の
文
化
財
指
定
は
昭
和
五
十
年
の
法
改
正
に
よ
り
「
民
俗
文
化
財
」
と
い
う

新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
何
故
、
雅
楽
・
能
楽
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
歌
舞
伎
な
ど
の
い
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わ
ゆ
る
古
典
芸
能
の
み
が
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
文
化
財
保
護
委
員
会
当
局
が
民
俗
芸
能
の
無
形
文
化
財
指
定
の
必
要
性
を
十

分
認
識
し
か
つ
そ
の
意
欲
を
有
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
に
至
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
問
題
は

（（
1111
））

、
別
に
項
を
改
め
て
論
ず
べ
き

問
題
で
あ
り
、
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

し
か
し
民
俗
芸
能
の
文
化
財
指
定
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
民
俗
芸
能
に
対
す
る
国
の
文
化
財
的
位
置
づ
け
は
、「
記
録
作
成
等

の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
」
と
し
て
選
択
す
る
（
以
下
こ
れ
を
「
記
録
選
択
」
と
い
う
）、
と
い
う
形
式
で
昭
和
四
十
五
年
か
ら

順
次
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
民
俗
芸
能
の
記
録
選
択
は
、
初
期
に
選
択
さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
指
定
制
度
導
入
後
に
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
当
時
と
し
て
は
指
定
に
代
わ
る
国
の
民
俗
芸
能
の
最
高
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
記
録
選
択
の
実
施
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
成
果
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
頁

の
表
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
第
一
次
（
六
月
八
日
選
択
）、
及
び
昭
和
四
十
六
年
の
第
二
次
（
四
月
二
十
一
日
選
択
）
・
第
三
次
（
十
一

月
十
一
日
選
択
）
の
三
回
で
記
録
選
択
さ
れ
た
民
俗
芸
能
の
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
の
三
回
で
九
十
件
の
民
俗
芸
能
が
選
択
さ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
記
録
選
択
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
し
文
書
・
録
音
・
写
真
の
記
録
を
作
成
し
た
も
の
が
五
十
八
件
、
全
国
民

俗
芸
能
大
会
に
出
演
し
同
様
に
記
録
を
作
成
し
た
も
の
が
四
十
七
件
、
を
数
え
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
と
全
国
民
俗
芸
能
大
会

の
両
方
に
出
演
し
た
も
の
は
二
十
件
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
大
会
へ
も
出
演
歴
が
な
く
記
録
選
択
さ
れ
た
民
俗
芸
能
は
十
二
件
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
発
足
か
ら
十
年
余
り
の
初
期
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
が
、
全
国
民
俗
芸
能
大
会
と
な
ら
ん
で
調
査
・
記
録

作
成
の
場
と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
か
な
り
直
接
的
に
文
化
財
保
護
行
政
に
反
映
し
て
い
る
姿
が
見
て
取
れ
よ
う
。
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名　　　称 選択年月日 保 護 団 体  都道府県 ブロック 全国大会 
岩 手  
宮 城  
秋 田  
山 形  
群 馬  
埼 玉  
千 葉  
東 京  
神 奈 川  
新 潟  

富 山
 

 
福 井  
山 梨  
長 野  
岐 阜  
静 岡  
愛 知  
三 重  

滋 賀
 

 
京 都  
兵 庫  
奈 良  
和 歌 山  
島 根  
岡 山  
広 島  
徳 島  
高 知  
福 岡  
佐 賀  
長 崎  
熊 本  
宮 崎  
鹿 児 島  
青 森  
岩 手  
宮 城  
秋 田  
山 形  

福 島
 

 
茨 城  
栃 木  
埼 玉  
千 葉  
神 奈 川  
新 潟  

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
○ 

○
 
 
 
○ 
 
 
 
 
○ 

○
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
 
○ 
○ 

○
 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 

○
 
 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 

○
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 

毛越寺の延年 
秋保の田植踊 
大日堂舞楽 
黒川能 
下長磯の式三番 
鷲宮催馬楽神楽 
鬼来迎 
小河内の鹿島踊 
チャッキラコ 
綾子舞 

賀茂神社の稚児舞
 

 
睦月神事の芸能 
天津司舞 
雪祭の芸能 
長滝の延年 
西浦の田楽 
花祭の芸能 
伊勢太神楽 

長浜曳山狂言
 

 
壬生狂言 
上鴨川住吉神社の神事舞 
題目立 
那智の田楽 
佐陀神能 
備中神楽 
はやし田 
西祖谷の神代踊 
吉良川の御田舞 
幸若舞 
白鬚神社の田楽 
竜踊 
阿蘇の御田植 
高千穂神楽 
市来の七夕踊 
田子神楽 
早池峰神楽 
牡鹿法印神楽 
保呂羽山の霜月神楽 
杉沢比山 

御宝殿の田楽と獅子舞
 

 
金砂田楽 
奈佐原文楽 
横瀬人形 
白間津ささら踊 
相模人形芝居 
佐渡の人形芝居 

1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08

1970. 06. 08

1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08

1970. 06. 08

1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1970. 06. 08
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21

1971. 04. 21

1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21

毛越寺延年の舞保存会 
馬場民俗芸能保存会 
大日堂舞楽保存会 
黒川能保存会 
下長磯三番叟保存会 
催馬楽神楽保存会 
鬼来迎保存会 
鹿島踊愛好会 
ちゃっきらこ保存会 
綾子舞保存振興会 
加茂神社神事伝承会稚
児舞部 
睦月神事奉賛会 
天津司舞保存会 
雪祭保存会 
長滝の延年保存会 
西蒲田楽保存会 
北設楽花祭保存会 
伊勢太神社講社 
長浜曳山祭文化財保護
委員会 
壬生大念仏講中 
住吉神社神事舞踊保存会 
題目立保存会 
那智田楽保存会 
佐陀神能保存会 
備中神楽保存会 
原田はやし田保存会 
神代踊保存会 
御田祭保存会 
幸若舞社中 
川久保田楽保存会 
竜踊保存会 
阿蘇神社氏子会 
浅ケ部神楽保存会 
七夕踊庭割衆 
田子神楽保存会 
早池峰神楽保存会 
牡鹿法印神楽古実会 
霜月神楽保存会 
杉沢比山保存会 
御宝殿熊野神社の田楽
保存会 
金砂田楽保存会 
奈佐原文楽座 
横瀬人形保存会 
白間津ささら踊保存会 
相模人形芝居連合会 
佐渡人形芝居保存会 

民俗芸能の無形文化財としての記録選択（第１次～第３次）
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名　　　称 選択年月日 保 護 団 体  都道府県 ブロック 全国大会 
石 川  
福 井  
長 野  
岐 阜  
静 岡  
愛 知  
兵 庫  
奈 良  
島 根  
岡 山  
山 口  
香 川  
愛 媛  
福 岡  
佐 賀  
長 崎  
大 分  
鹿 児 島  
青 森  
岩 手  
宮 城  
秋 田  
福 島  
茨 城  
東 京  
神 奈 川  
新 潟  
福 井  
山 梨  
長 野  
岐 阜  
静 岡  
愛 知  
三 重  
大 阪  
和 歌 山  
鳥 取  
岡 山  
広 島  
香 川  
高 知  
福 岡  
長 崎  
宮 崎  

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
 
 
○ 
○ 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 

でくまわし保存会 
鵜甘神社氏子会 
大森諏訪社氏子会 
能と狂言の保存会 
藤守の田遊び保存会 
三河万歳保存会 
淡路人形協会 
篠原おどり保存会 
蓮華会舞保持者会 
白石踊会 
花笠踊保存会 
綾子踊保存会 
伊予神楽かんなぎ会 
福島灯籠人形保存会 
高瀬の荒踊保存会 
平戸ジャンガラ保存会 
吉弘楽保存会 
諸鈍芝居保存会 
八戸えんぶり保存連合会 
永井大念仏剣舞保存会 
無形文化財小迫祭保存会 
西馬音内盆踊保存会 
石井芸能研究会 
綱火保存連合会 
板橋の田遊び保存連合会 
吉浜鹿島踊保存会 
弥彦神社舞楽保存会 
越前万歳保存会 
春駒保存会 
雨宮御神事踊保存会 
下呂の田の神祭保存会 
徳山古典芸能保存会 
田峰田楽保存会 
勝手神社神事踊保存会 
御田植神事保存会 
郷土古典芸能保存会 
大湯棚獅子保存会 
大宮踊保存会 
比婆神代神楽社 
滝宮念仏踊保存会 
秋葉神社祭札練り保存会 
山田の感応楽保存会 
オーモンデー保存会 
下水流臼太鼓踊保存会 

1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 04. 21
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11
1971. 11. 11

尾口のでくまわし 
水海の田楽能舞 
坂部の冬祭の芸能 
能郷の猿楽狂言 
藤守の田遊び 
三河万歳 
淡路人形浄瑠璃 
篠原踊 
国分寺蓮華会舞 
白石踊 
八代の花笠踊 
綾子踊 
伊予神楽 
八女の灯籠人形 
高瀬の荒踊 
平戸のジャンガラ 
吉弘楽 
諸鈍芝居 
八戸のえんぶり 
永井の大念仏 
小迫の延年 
西馬音内の盆踊 
石井の七福神と田植踊 
綱火 
板橋の田遊び 
吉浜の鹿島踊 
弥彦神社の舞楽 
野大坪万歳 
一之瀬高橋の春駒 
雨宮の御神事の芸能 
下呂の田の神祭の芸能 
徳山の盆踊 
田峰の田楽 
勝手神社の神事踊 
住吉の御田植神事の芸能 
花園の御田舞 
大和佐美命神社の獅子舞 
大宮踊 
比婆の荒神神楽 
滝宮の念仏踊 
秋葉祭の芸能 
感応楽 
オーモンデー 
下水流の臼太鼓踊 



そ
の
後
の
変
遷

さ
て
そ
の
後
の
現
在
に
至
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
記
す
に
と
ど
め
た
い
。

昭
和
四
十
六
年
　
第
二
十
六
回
芸
術
祭
か
ら
「
移
動
芸
術
祭
」
が
発
足
。
以
後
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
こ
の
移
動
芸
術
祭
協
賛

公
演
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
化
庁
よ
り
出
演
団
体
に
対
す
る
謝
金
的
な
性
格
を
持
つ
協
賛
金
が
支

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
　
沖
縄
県
本
土
復
帰
に
よ
り
、
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
に
沖
縄
県
が
参
加
。
一
方
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
は

こ
の
年
よ
り
休
止
。

昭
和
五
十
二
年
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
、
再
開
。

こ
の
時
期
で
注
目
す
べ
き
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
動
向
で
あ
ろ
う
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
都
十
県
が
属
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、
参
加

都
道
府
県
数
は
、
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
に
次
ぐ
。
こ
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
会
が
昭
和
四
十
九
年
に
い
っ
た
ん
中
止
さ
れ
、
昭

和
五
十
二
年
度
か
ら
新
た
な
方
式
で
再
開
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
の
文
化
財
保
護
行
政
や
博
物
館
業
務
に
深
く
関
係
し
た
尾

島
利
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（（
1122
））

。

本
来
民
俗
芸
能
は
ム
ラ
の
も
の
で
あ
り
、
興
味
と
関
心
の
あ
る
者
は
当
然
現
地
を
訪
れ
見
学
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
私
が
、

こ
う
し
た
民
俗
芸
能
大
会
を
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
多
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
行
く
と
消
滅

し
そ
う
な
こ
の
種
の
芸
能
を
救
う
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
こ
う
し
た
芸
能
の
存
在
意
義
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
伝
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承
者
に
オ
ラ
が
ム
ラ
の
民
俗
芸
能
を
上
演
す
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
お
も
い
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
長
い
こ
と
民
俗
芸
能
大
会
を
各
地
で
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ム
ラ
の
芸
能
を
舞
台
に
乗
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
私
が
危
惧
し
た
こ
と
が
、
と
う
と
う
現
実
の
問
題
と
し
て
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
は
考
え
ね
ば
と
思
い
、
一
番
金
と
人
手
が
か
か
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
民
俗
芸
能
大
会
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
そ
の
存

続
の
可
否
を
考
え
た
結
果
、
そ
の
当
時
の
や
り
方
で
は
労
多
く
し
て
益
少
な
い
と
判
断
し
、
一
時
中
止
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
結
果
が
第
十
六
回
〜
第
十
八
回
ま
で
の
中
止
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
尾
島
氏
の
言
か
ら
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
休
止
の
主
因
と
な
っ
た
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
前
掲
箇
所
の
後
に
民
俗
芸
能
大
会
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

○
　
舞
台
上
で
の
公
演
の
た
め
臨
場
感
に
乏
し
く
、
そ
の
上
芸
能
の
育
て
上
げ
た
風
土
自
然
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

○
　
制
限
さ
れ
た
時
間
と
舞
台
上
の
公
演
の
た
め
芸
能
の
一
部
し
か
見
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
演
出
上
の
効
果
を
ね
ら
う
あ
ま

り
、
極
端
な
例
を
あ
げ
れ
ば
そ
の
芸
能
の
芸
態
が
変
容
さ
せ
ら
れ
る
場
合
も
出
て
く
る
。

○
　
テ
レ
ビ
や
有
名
劇
場
、
著
名
な
演
出
家
の
演
出
な
ど
に
よ
る
舞
台
構
成
に
よ
っ
て
単
に
一
時
的
に
芸
態
が
変
わ
る
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
変
容
が
ム
ラ
の
中
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

○
　
舞
台
上
で
の
出
演
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
プ
ロ
化
し
、
素
人
が
演
じ
る
と
い
う
民
俗
芸
能
の
本
来
の
姿
が
失
わ
れ
、
出
演
に
当

た
っ
て
金
銭
問
題
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
ま
で
ひ
き
お
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

と
い
う
四
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
問
題
点
に
類
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
の
休
止
期
間
中
に
ど
の

よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
具
体
的
な
資
料
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
休

止
前
と
再
開
後
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
の
あ
り
方
を
比
較
す
る
と
、
あ
る
程
度
問
題
点
と
検
討
の
過
程
が
推
測
で
き
る
。
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休
止
直
前
の
第
十
五
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
九
日
正
午
〜
午
後
五
時
ま
で
山
梨
県
富
士
吉
田

市
の
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
一
都
十
県
か
ら
以
下
の
芸
能
が
出
演
し
て
開
催
さ
れ
た
。

猿
島
ば
や
し
（
茨
城
県
）、
加
茂
の
花
踊
（
千
葉
県
）、
富
山
の
佐
々
良
舞
（
栃
木
県
）、
白
山
神
社
の
田
遊
神
事
（
新
潟
県
）、
懐

山
田
楽
（
静
岡
県
）、
近
戸
神
社
の
獅
子
舞
（
群
馬
）、
荻
日
吉
神
社
の
神
楽
（
埼
玉
）、
奈
良
本
の
獅
子
神
楽
（
長
野
）、
鹿
島
踊

（
神
奈
川
）、
江
戸
の
里
神
楽
（
東
京
）、
吉
田
歌
舞
伎
（
山
梨
）

一
方
、
再
開
後
の
第
十
九
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
八
日
正
午
よ
り
埼
玉
県
浦
和
市
（
当
時
）
の
埼

玉
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
以
下
の
七
団
体
の
出
演
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。

閏
戸
の
式
三
番
（
埼
玉
県
）、
能
生
町
の
綾
踊
（
新
潟
県
）、
足
柄
さ
さ
ら
踊
（
神
奈
川
県
）、
岩
沼
の
獅
子
舞
（
千
葉
県
）、
北
口

本
宮
富
士
浅
間
神
社
の
神
楽
（
山
梨
県
）、
葛
西
の
お
し
ゃ
ら
く
（
東
京
都
）、
老
袋
の
万
作
（
埼
玉
）

こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
全
都
県
か
ら
一
団
体
毎
の
出
演
さ
せ
て
い
た
休
止
前
の
状
況
が
、
再
開
後

は
参
加
都
県
は
六
都
県
に
限
定
し
、
主
催
県
の
二
団
体
の
出
演
を
含
め
て
七
団
体
の
出
演
形
式
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
行
委
員
会
委
員
長
の
「
あ
い
さ
つ
」
冒
頭
に
は
、

こ
の
た
び
、
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
一
都
十
県
の
中
か
ら
、
関
ブ
ロ
方
式
に
よ
り
土
の
薫
り
の
高

い
民
俗
芸
能
が
一
堂
に
会
し
、
公
開
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
意
義
深
く
、
御
同
慶
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

と
あ
り
、
こ
の
再
開
後
の
開
催
形
式
を
「
関
ブ
ロ
方
式
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
方
式
は
現
在
に
至
る
ま
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
基
本
的
に

継
承
さ
れ
て
い
る
形
式
で
あ
り
、
前
回
主
催
都
県
は
二
年
続
け
て
団
体
出
演
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
都
県
は
隔
年
で
出
演

団
体
を
大
会
へ
参
加
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
頁
に
は
今
後
十
年
間
の
開
催
都
県
及
び
参
加
都
県
の
予
定
表

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
式
の
眼
目
は
、
出
演
団
体
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
舞
台
上
で
の
時
間
的
制
約
を
緩
和
す
る
こ
と
、
隔
年
参

加
に
よ
り
各
都
県
の
出
演
団
体
選
考
に
当
た
っ
て
の
時
間
的
・
経
済
的
余
裕
を
生
む
こ
と
、
に
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
開
催
形
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式
変
更
に
よ
り
、
前
述
の
尾
島
氏
の
指
摘
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
す
べ
て
解
消
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
が
、
出
演
団
体
減
に
よ
り
生
じ
た
時

間
的
余
裕
に
よ
り
、
芸
能
短
縮
ま
た
は
再
構
成
の
危
険
性
を
減
ら
し
、
そ
の
芸
能
の
現
地
性
を
解
説
等
で
補
足
で
き
る
状
況
が
生
ま
れ
た

こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

平
成
五
年
　
　
全
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
会
に
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
」
が
特
別
出
演
。

こ
れ
は
国
連
が
一
九
九
三
年
を
「
先
住
民
の
た
め
の
国
際
年
」
と
宣
言
し
た
こ
と
に
関
係
し
て
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
連
合
保
存

会
及
び
北
海
道
の
要
望
を
受
け
た
形
で
文
化
庁
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
各
二
団
体
を
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
通
常
の
団
体
数
よ
り
二
団
体
が
増
え
た
た
め
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
会
運
営
は
時
間
調
整
な
ど
様
々
な
困
難
が
あ
っ
た
が
、
従
来
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
た
他
地
域
の
芸
能
に
対
す
る
関
心
を
呼
ぶ
結
果
と
な
っ
た
。

平
成
八
年
　
　
芸
術
祭
見
直
し
に
よ
り
移
動
芸
術
祭
協
賛
名
義
が
廃
止
さ
れ
、
文
化
庁
後
援
事
業
と
な
る
。

国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
始
。

こ
の
年
、
昭
和
四
十
六
年
よ
り
続
い
て
い
た
「
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
協
賛
公
演
」
の
冠
が
廃
止
さ
れ
、「
文
化
庁
後
援
事
業
」
に
切
り

替
わ
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
に
対
す
る
呼
称
変
更
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
協
賛
金
の
名
目
で
支
出
さ
れ
た

文
化
庁
か
ら
の
経
費
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
と
い
う
事
を
意
味
し
た
。
そ
も
そ
も
芸
術
祭
関
係
事
業
は
文
化
庁
の
中
の
芸
術
文
化
振
興
を
主
管

す
る
文
化
部
の
管
轄
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
を
担
当
す
る
文
化
財
保
護
部
（
当
時
）
と
は
予
算
的
に
も
別
立
て
で
あ
り
、
各
都
道
府
県
担

当
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
突
然
の
打
ち
切
り
の
印
象
が
強
く
、
当
時
文
化
庁
伝
統
文
化
課
の
芸
能
担
当
官
と
し
て
各
都
道
府
県
の
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
担
当
者
と
接
し
て
い
た
経
験
か
ら
見
る
と
、
出
演
団
体
へ
の
説
明
等
で
か
な
り
混
乱
し
た
年
度
で
あ
っ
た
印
象
が
強
い
。
決
し
て

多
額
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
ら
か
じ
め
支
給
が
期
待
さ
れ
て
い
た
協
賛
金
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
補
填
を
ど
の
よ
う
に
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す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
降
補
助
事
業
費
の
中
に
各
団
体
へ
の
旧
協
賛
金
分
を
あ
ら
か
じ
め
組
み
込
む
と
い
う
方
式
を
と
る
ブ
ロ
ッ

ク
と
、
廃
止
さ
れ
た
ま
ま
団
体
へ
の
謝
金
支
出
は
行
わ
な
い
と
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
に
現
実
的
な
対
応
が
わ
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
演
謝

金
の
問
題
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
種
々
の
意
見
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

全
国
一
律
で
国
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
出
演
団
体
毎
に
均
等
に
支
出
さ
れ
る
事
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
年
よ
り
文
化
庁
の
新
た
な
事
業
と
し
て
「
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う
事
業
が
立
ち
上
が
っ
た
。『
文
化

財
保
護
法
五
十
年
史
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

平
成
八
年
度
か
ら
、
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
文
化
庁
と
開
催
地
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
と
の
共
催
及
び
社
団
法
人

全
日
本
郷
土
芸
能
協
会
の
協
力
に
よ
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
本
大
会
は
、
我
が
国
の
民
俗
芸
能
と
関
連
の
深
い
ア
ジ
ア
各
国
の

特
色
あ
る
民
俗
芸
能
を
日
本
の
民
俗
芸
能
と
と
も
に
公
開
し
て
、
そ
の
価
値
を
広
く
一
般
に
周
知
し
、
ま
た
、
無
形
の
文
化
財
の
保

存
伝
承
に
関
す
る
意
見
交
換
及
び
相
互
交
流
を
実
施
し
て
、
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
振
興
、
文
化
の
国
際
交
流
、
文
化
財
公
開
に
よ

る
地
域
振
興
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

開
催
地
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
を
開
催
し
て
い
る
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
か
ら
、
開
催
を
希
望
す
る
二
な
い
し
三
ブ
ロ
ッ
ク
を

文
化
庁
が
選
び
、
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
を
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
国
内
の
民
俗
芸

能
の
招
へ
い
、
公
開
事
業
に
つ
い
て
は
開
催
地
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が
担
当
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
に
準
じ
て
ブ
ロ
ッ

ク
内
各
都
道
府
県
か
ら
出
演
芸
能
を
選
定
す
る
。
一
方
、
海
外
の
民
俗
芸
能
に
関
わ
る
招
へ
い
・
国
内
移
動
・
舞
台
構
成
等
は
文
化

庁
が
担
当
す
る
。
海
外
招
へ
い
芸
能
に
関
し
て
は
、
毎
年
度
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
に
即
し
て
招
へ
い
芸
能
団
体
を
決
定
す
る
。

（
後
略
）

つ
ま
り
、
こ
の
年
か
ら
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
二
な
い
し
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
民
俗
芸
能
大
会
は
、
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る

（（
1133
））

。
こ
こ
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
前
記
の
「
文
化
庁
と
開
催
地
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
と
の
共
催
」
事
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業
と
い
う
性
格
付
け
で
あ
っ
た
。
海
外
芸
能
に
関
わ
る
予
算
・
事
務
に
関
し
て
は
文
化
庁
が
、
国
内
芸
能
部
分
に
つ
い
て
は
開
催
都
道
府

県
が
担
当
す
る
と
い
う
役
割
分
担
に
よ
る
共
催
事
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
実
施
さ
れ
る

ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
国
庫
補
助
の
対
象
外
と
な
り
、
主
催
都
道
府
県
の
財
政
負
担
は
通
常
の
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る

場
合
に
比
べ
倍
増
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
初
年
度
で
あ
る
平
成
八
年
度
は
、
文
化
庁
予
算
の
決
定
時
期
よ
り
各
主
催
県
の
次
年
度
予
算
決

定
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
開
催
予
定
県
は
既
に
国
庫
補
助
事
業
を
前
提
と
し
て
予
算
組
を
終
え
て
お
り
少
な
か
ら
ぬ
混
乱

が
生
じ
た
。
一
般
に
国
庫
補
助
事
業
は
、
申
請
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
内
定
・
交
付
決
定
と
い
う
手
続
き
に
よ
っ
て
そ
の
適
否
が
審
査

さ
れ
、
長
年
継
続
し
て
い
る
事
業
で
あ
っ
て
も
名
目
的
に
は
そ
の
年
度
毎
に
採
択
が
な
さ
れ
る
建
前
で
あ
る
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能

大
会
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
国
か
ら
の
要
請
を
背
景
に
始
ま
っ
た
事
業
で
か
つ
長
期
間
継
続
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
然
国
庫
補

助
対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
事
業
構
造
は
こ
の
後
常
に
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
結
局
初
年
度
は
、
文
化
庁
と

各
開
催
県
の
協
議
に
よ
り
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
島
県
）、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
潟
県
）、
九
州
地
区
（
大
分
県
）
の
三
カ
所
が
、

国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
開
催
方
式
は
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
継
続
す
る

（（
1144
））

。

さ
て
、
開
催
・
運
営
の
面
で
は
様
々
な
困
難
の
生
じ
た
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
が
、
事
業
効
果
と
し
て
は
積
極
的
に

評
価
す
べ
き
面
も
少
な
く
な
い
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
観
客
数
の
増
加
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
年
度
毎
に
開
催
県
及

び
開
催
都
市
が
変
わ
り
そ
れ
に
つ
れ
て
観
客
数
も
変
動
す
る
た
め
、
正
確
な
意
味
で
の
増
減
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
滅
多
に
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
海
外
芸
能
の
出
演
が
観
客
増
加
に
寄
与
し
た
面
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
出
演
団
体
と
海
外
芸
能
団

体
の
交
流
会
等
の
実
施
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
国
際
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
も
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
初
期

に
は
専
門
家
等
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
企
画
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
啓
発
的
な
企
画
よ
り
も
む
し
ろ
国
内
外

の
芸
能
団
体
が
率
直
に
交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
た
面
を
評
価
し
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
あ
る
種
安
定

し
て
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
導
入
が
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
こ
と

188



は
認
め
て
良
い
と
思
う
。

平
成
十
五
年
　
文
化
庁
買
い
上
げ
記
録
を
変
更
。
従
来
の
文
書
・
写
真
・
録
音
か
ら
、
文
献
リ
ス
ト
・
映
像
資
料
リ
ス
ト
へ
。

発
足
当
時
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
担
っ
て
き
た
大
き
な
役
割
で
あ
る
記
録
の
提
出
で
あ
る
が
、
前
述
の
『
無
形
文
化
財
記

録
　
芸
能
編
１
〜
４
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
後
は
、
生
の
記
録
資
料
と
し
て
文
化
庁
に
よ
り
保
管
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
の
保
護
施
策
の
資
料
と
し
て
の
活
用
は
文
化
庁
内
部
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
各
地
で
調
査
報
告
書
の
刊
行
が
一

般
化
し
ま
た
映
像
記
録
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
こ
う
し
た
舞
台
上
で
の
記
録
作
成
の
必
要
性
は
開
始
当
初
に
比
べ
著

し
く
減
少
し
た
と
行
っ
て
良
い
。
む
し
ろ
各
地
で
独
立
し
て
作
成
さ
れ
た
多
く
の
記
録
類
の
所
在
等
の
情
報
が
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
状

況
が
現
在
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
生
の
記
録
類
の
提
出
か
ら
、
既
存
記
録
情
報
リ
ス
ト
の
提
出
へ
と
い
う
こ
の
転
換
は
、
こ
う
し

た
状
況
に
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
が
民
俗
芸
能
の
貴
重
な
調
査
の
場
と
し
て
機
能
し
な
く
る
、

あ
る
い
は
そ
う
し
た
調
査
手
法
そ
の
も
の
が
適
切
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
こ
の
転
換
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸

能
大
会
の
担
う
べ
き
（
あ
る
い
は
現
実
に
今
担
っ
て
い
る
）
役
割
を
、
公
式
に
追
認
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
現
状

こ
こ
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
近
年
の
状
況
と
傾
向
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

運
営
組
織

ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
色
々
な
運
営
形
態
を
と
っ
た
が
、
近
年
は
ほ
ぼ
以
下
の
よ
う
な
形
が
一
般
的
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と
な
っ
て
い
る
。

主
催
者

一
　
各
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
区
）
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員
会
（
必
須
）

こ
の
組
織
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
都
道
府
県
教
育
長
ま
た
は
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
担
当
課
長
等
で
各
年
度
毎
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
年

度
の
大
会
の
企
画
・
運
営
等
に
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
実
際
の
協
議
は
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
担
当
課
（
室
）

の
担
当
者
が
行
い
、
各
県
教
育
長
等
の
実
行
委
員
が
実
際
に
一
堂
に
会
し
て
協
議
す
る
こ
と
は
な
い
。
通
常
実
行
委
員
会
（
実
質
は
担
当

者
会
議
）
は
、
五
月
ま
た
は
六
月
頃
に
第
一
回
が
行
わ
れ
、
大
会
本
番
前
日
ま
た
は
当
日
の
午
前
中
に
第
二
回
が
行
わ
れ
る
。
第
一
回
の

会
議
で
は
、
当
該
年
度
の
各
都
道
府
県
出
演
団
体
に
つ
い
て
の
説
明
、
出
演
順
・
リ
ハ
ー
サ
ル
順
な
ど
の
協
議
、
楽
屋
割
等
が
決
め
ら
れ

る
。
第
二
回
は
、
本
番
前
の
最
終
確
認
と
、
次
回
開
催
都
道
府
県
と
開
催
地
等
が
決
定
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
以
外
に

担
当
者
会
合
を
持
つ
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
通
常
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
民
俗
芸
能
担
当
者
が
集
ま
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
様
々
な
情
報
交
換
も

同
時
に
行
わ
れ
る
。

二
　
開
催
都
道
府
県
教
育
委
員
会
（
必
須
）

ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
実
質
的
筆
頭
主
催
者
で
あ
り
、
大
会
に
関
す
る
予
算
措
置
、
対
文
化
庁
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
都
道
府
県

と
の
連
絡
調
整
等
の
事
務
局
昨
日
全
般
を
担
当
す
る
。

三
　
開
催
都
道
府
県
・
開
催
地
市
町
村
及
び
同
教
育
委
員
会
、
地
元
新
聞
社
・
放
送
局
等
（
任
意
）

必
要
に
応
じ
て
主
催
者
に
名
を
連
ね
る
場
合
が
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
名
目
的
主
催
者
に
と
ど
ま
る
。
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後
援

一
　
文
化
庁

前
述
の
よ
う
に
、
平
成
八
年
度
に
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
協
賛
公
演
の
名
義
廃
止
に
伴
い
、
文
化
庁
後
援
事
業
と
な
る
。

二
　
そ
の
他
（
開
催
地
市
町
村
・
同
教
育
委
員
会
、
新
聞
社
・
放
送
局
等
）

協
賛

一
　
全
国
民
俗
芸
能
保
存
振
興
市
町
村
連
盟

全
国
の
民
俗
芸
能
の
所
在
す
る
市
町
村
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
全
国
民
俗
芸
能
保
存
振
興
市
町
村
連
盟
は
、
全
国
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
民

俗
芸
能
大
会
を
協
賛
し
、
総
額
八
十
万
円
の
協
賛
金
（
平
成
十
五
年
度
決
算
ベ
ー
ス
）
を
支
出
し
て
い
る
。

予
算ブ

ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
事
業
費
予
算
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
も
か
な
り
な
差
が
あ
り
、
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
も
開
催
都
道
府
県
に

よ
り
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
お
よ
そ
三
〇
〇
万
円
か
ら
八
〇
〇
万
円
程
度
の
額
と
な
っ
て
い
る
。
公
表
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の

例
を
見
て
み
よ
う
。

（
通
常
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
）

平
成
十
二
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
（
埼
玉
県
Ｈ
Ｐ
上
「
平
成
十
二
年
度
事
務
事
業
評
価
調
書
」
よ
り
）

開
催
県：

埼
玉
県
　
開
催
地：

さ
い
た
ま
市

県
負
担
額：

一
五
二
一
（
千
円
）

国
庫
補
助
額：

一
五
二
一
（
千
円
）

総
事
業
費：

三
〇
四
二
（
千
円
）
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平
成
十
六
年
度
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
（
大
分
県
教
育
庁
Ｈ
Ｐ
「
平
成
十
六
年
度
大
分
県
教
育
庁
行
政
概
要
」
よ
り
）

開
催
県：

大
分
県
　
開
催
地：

竹
田
市

県
負
担
額：

二
〇
〇
〇
（
千
円
）

国
庫
補
助
額：

二
〇
〇
〇
（
千
円
）

総
事
業
費：

四
〇
〇
〇
（
千
円
）

（
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
の
開
催
時
）

平
成
十
三
年
度
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
（
滋
賀
県
教
育
委
員
会
Ｈ
Ｐ
「
平
成
十
三
年
度
当
初
予
算
概
要
書
」
よ

り
）

開
催
県：

滋
賀
県
　
開
催
地：
大
津
市
　
事
業
費：

七
六
七
〇
（
千
円
）

平
成
一
五
年
度
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
（
宮
崎
県
Ｈ
Ｐ
「
平
成
十
六
年
度
政
策
評
価
の
全
評
価
シ
ー
ト
」
よ
り
）

開
催
県：

宮
崎
県
　
開
催
地：

宮
崎
市
　
事
業
費：
四
六
三
六
（
千
円
）

以
上
は
開
催
都
道
府
県
の
事
業
費
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
開
催
都
道
府
県
以
外
の
出
演
芸
能
団
体
の
派
遣
費
用
は
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
派
遣
元
の
都
道
府
県
が
別
途
予
算
化
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
都
道
府
県
毎
の
差
が
大
き
く
、
ま
た
当
該
年
度
の
開
催

地
と
の
距
離
や
出
演
団
体
の
人
数
等
に
よ
っ
て
年
度
毎
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
が
、
一
団
体
当
た
り
二
〇
万
円
か
ら
六
〇
万
円
程
度
で
あ

る
。

近
年
の
傾
向
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ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
に
お
い
て
近
年
顕
著
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
し
て
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
会
場
選
定
に
関
わ
る
様
々
な

工
夫
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
大
会
は
文
化
会
館
や
公
会
堂
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
一
般
舞
台
で
の
開
催
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、

近
年
こ
れ
に
変
わ
っ
て
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
公
開
や
、
観
客
席
と
の
高
低
差
の
少
な
い
平
面
的
会
場
の
使
用
な
ど
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
例
と
し
て
は
、
平
成
十
五
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
が
あ
る
。
同
大
会
は
倉
敷

市
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
チ
ボ
リ
公
園
内
の
プ
レ
ー
ネ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
使
用
し
た
も
の
で
、
観
客
は
自
由
に
立

ち
止
ま
り
ま
た
は
ス
テ
ー
ジ
前
の
ベ
ン
チ
で
鑑
賞
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
そ
の
も
の
に
は
屋
根
は
か
か
っ
て
い
た
も
の

の
、
雨
天
時
に
は
別
会
場
を
手
配
す
る
な
ど
、
通
常
よ
り
も
運
営
面
で
手
間
の
か
か
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、
陽
光
の
下
で
の
屋
外
の

民
俗
芸
能
は
、
通
常
の
ホ
ー
ル
公
演
と
は
違
う
身
近
さ
を
観
客
に
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
と
思
う
。
ま
た
平
成
十
五
年
度
の
近

畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
で
は
、
京
都
府
亀
岡
市
の
ガ
レ
リ
ア
亀
岡
と
い
う
施
設
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
会
場
で
は
、

観
客
席
か
ら
み
て
通
常
よ
り
も
低
い
位
置
に
舞
台
が
設
営
さ
れ
、
ま
た
舞
台
の
下
手
に
は
観
客
席
と
同
じ
平
面
に
か
な
り
広
い
空
間
が
設

け
ら
れ
、
そ
こ
に
祭
の
曳
山
の
実
物
を
持
ち
込
み
、
実
際
に
曳
山
囃
子
を
演
奏
す
る
場
面
を
見
せ
た
。
こ
れ
な
ど
も
、
通
常
の
額
縁
舞
台

で
は
か
な
り
困
難
な
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
り
、
芸
能
を
よ
り
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
演
出
と
し
て
成
功
し
て
い
た
。
ま
た
平
成
十
六
年
度
の

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
で
は
、
芝
居
小
屋
と
し
て
有
名
な
香
川
県
琴
平
町
の
金
丸
座
が
会
場
と
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
残

念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
が
、
や
は
り
従
来
の
文
化
ホ
ー
ル
的
舞
台
か
ら
の
脱
却
の
動
き
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
近
年
の
傾
向
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
ま
た
は
、
同
時
開
催
と
い
っ
た
動
き
で
あ
る
。
平
成

十
三
年
度
の
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
は
、
当
時
開
催
さ
れ
て
い
た
地
方
博
覧
会
「
山
口
き
ら
ら
博
」
の
会
場
で
実
施
さ
れ

た
し
、
平
成
十
六
年
度
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
が
茨
城
県
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十
二
回
地
域
伝
統
芸
能
全
国
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
い
ば
ら
ぎ
」
と
同
時
開
催
さ
れ
、
九
州
地
区
民
俗
芸
能
大
会
は
開
催
地
大
分
県
竹
田
市
の
「
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
　
城
下
町

ふ
る
さ
と
文
化
芸
能
大
会
」
と
同
時
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
他
イ
ベ
ン
ト
と
の
同
時
開
催
は
、
会
場
周
辺
の
祭
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
観
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客
動
員
の
プ
ラ
ス
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、
実
見
し
た
大
会
の
中
に
は
成
功
し
た
と
評
価
で
き
る
も
の
の
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
と
し

て
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
よ
り
も
派
手
な
イ
ベ
ン
ト
の
方
に
人
々
の
注
目
が
集
中
し
て
し
ま
い
、
ね
ら
い
と
は
逆
効
果
に
な
る
危
険

性
も
多
分
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
今
後

最
後
に
今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

事
業
目
的
と
評
価
手
法

前
述
の
よ
う
に
、
当
初
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
民
俗
芸
能
の
調
査
・
記
録
作
成
の
場
と
い
う
性
格
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
現
在
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
、
そ
の
事
業
目
的
を
、
民
俗
文
化
財
の
価
値
の
一
般
へ
の
普
及
啓
発
と
、
出
演
団
体
に
公

開
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
当
該
民
俗
芸
能
の
伝
承
活
性
化
、
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
中
の
事
業
趣
旨
に
関
す
る
部
分

（（
1155
））

か
ら
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
間
あ
る
い
は
開
催
都
道
府
県
間
で
比
重
の
軽
重
は
若
干
見
ら
れ
る
も

の
の
、
ほ
ぼ
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
目
的
が
適
切
に
達
成
さ
れ
た
か
否
か
の
評
価
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
制
度
上
か
ら
い
え
ば
、
国
を
含

め
た
行
政
体
の
事
業
は
、
市
民
の
代
表
た
る
議
会
に
よ
っ
て
そ
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
審
議
さ
れ
、
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
に
つ
い
て

も
決
算
の
承
認
と
い
う
手
続
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
名
目
的
チ
ェ
ッ
ク
だ
け

で
は
公
的
事
業
の
公
正
性
の
確
保
と
予
算
運
用
の
効
率
性
が
十
分
確
保
で
き
な
い
と
い
う
反
省
か
ら
、
近
年
一
般
に
対
す
る
情
報
公
開
の

促
進
と
、
事
業
の
評
価
の
公
開
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
文
化
財
関
係
事
業
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
公
費
を
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使
っ
た
事
業
で
あ
る
以
上
、
い
か
に
無
駄
の
な
い
予
算
執
行
が
な
さ
れ
た
か
、
投
入
さ
れ
た
予
算
に
見
合
う
成
果
が
達
成
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
、
常
に
納
税
者
の
厳
し
い
判
断
に
さ
ら
さ
れ
る
状
況
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
既
に
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
予
算
に

つ
い
て
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
都
道
府
県
で
は
既
に
事
業
毎
の
自
己
評
価
表
（
シ
ー
ト
）
を
作
成
し
、
そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
一
般
に
公
開
す
る
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
際
、
ど
の
よ
う
な
指
標
に
よ
り
そ
の
事
業
目
的
の
達
成
度
を
評
価
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
問
題
と
な
る
。
現
在
多
く
見
ら
れ
る
形
式
は
、
集
客
率
と
観
客
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
大
会
に
対
す
る
満
足
度
の

数
値
を
定
量
的
指
標
と
す
る
考
え
方
で
、
集
客
率
目
標
値
（
例
え
ば
会
場
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
八
割
な
ど
）
・
満
足
度
目
標
値
（
例
え
ば
ア

ン
ケ
ー
ト
有
効
回
答
中
七
割
五
分
な
ど
）
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
で
き
て
い
れ
ば
普
及
・
啓
発
的
事
業
目
的
は
達
成
さ
れ
た
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
「
近
年
の
傾
向
」
も
、
直
接
的
に
は
こ
う
し
た
集
客
率
が
事
業
評
価
の
大
き
な
要
素
と
し
て
注
目
さ
れ
る
た
め

生
ま
れ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
客
観
的
指
標
と
し
て
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
数
の
み
が
問
題
に
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
観
客
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
問
わ
れ
な
い
。
実
際
の
大
会
に
足
を
運
ぶ
と
、
や
は
り
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
事
が

多
い
。
も
ち
ろ
ん
高
齢
者
が
多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
事
業
成
果
を
減
少
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
普
及
・
啓
発
の
必
要
性
か
ら

考
え
れ
ば
、
よ
り
若
年
層
を
積
極
的
に
呼
ぶ
努
力
も
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
単
に
集
客
率
だ
け
で
な
く
、
年
齢
別
・
男
女
別

と
い
っ
た
観
客
の
デ
ー
タ
収
集
も
、
必
要
な
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
、
事
業
目
的
の
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
、
伝
承
活
性
化
に
関
し
て
は
、
明
確
な
定
量
的
指
標
が
示
さ
れ
ず
、
定
性
的
な

効
果
に
関
す
る
記
述
中
心
の
評
価
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
大
会
に
出
演
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
団
体
の
伝
承
の
活
性
化
に
効
果
が
あ
っ

た
の
か
を
定
量
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
定
性
的
記
述
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ま
た
伝

承
活
性
化
の
効
果
は
即
時
的
に
現
れ
る
も
の
で
な
く
、
大
会
参
加
後
の
何
年
間
か
の
団
体
活
動
を
持
続
的
に
見
な
け
れ
ば
判
定
で
き
ず
、

通
常
事
業
年
度
の
次
年
度
に
は
公
表
さ
れ
る
評
価
に
は
反
映
し
に
く
い
と
い
っ
た
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
事
業
者
か
ら
完
全
に
独

立
し
た
第
三
者
に
よ
る
定
性
的
評
価
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
れ
ば
ま
だ
し
も
、
事
業
者
自
身
の
定
性
的
評
価
は
、
と
も
す
れ
ば
割
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り
引
い
て
見
ら
れ
る
お
そ
れ
が
有
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
事
業
成
果
を
次
年
度
以
降
の
改
善
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
た

め
に
も
、
出
演
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
大
会
参
加
後
の
最
初
の
現
地
公
開
状
況
の
確
認
な
ど
を
通
じ
て
、
何
ら
か
の
客
観
的
評

価
基
準
を
検
討
す
る
段
階
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

事
業
運
営
組
織

全
国
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
都
道
府
県
が
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
と
い
う
現
行
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴

史
の
長
さ
か
ら
簡
単
に
変
更
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
形
が
現
在
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
ど
う
か
再
考
す
る
余
地
は
大
き
い
と
考

え
る
。

ま
ず
全
国
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
の
が
適
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
地
理
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
特
性
か
ら
見
て
ベ
ス
ト
な

組
み
合
わ
せ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
通
常
使
わ
れ
る
単
位
よ
り
も
広
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
存
在
す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
参
加
都
道
府
県
数

の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
比
較
的
少
な
い
出
演
団
体
数
で
持
ち
時
間
に
も
余
裕
が
あ
る
一
方
、
大
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
出
演
団
体
数
も
多
く
舞
台
上
の
演
技
時
間
も
短
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
。
こ
の
再
編
は
様
々
な
事
情
か
ら
相
当
に
困
難
で

は
あ
ろ
う
が
、
五
〇
回
を
数
年
後
に
控
え
た
今
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
枠
を
超
え
た
真
剣
な
議
論
を
望
み
た
い
。

ま
た
、
現
行
の
実
行
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
現
行
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
実
行
委
員
会
は
、
名
目
上
の
筆
頭
主
催
者
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
の
場
と

い
う
性
格
が
強
い
。
そ
の
年
の
出
演
芸
能
団
体
を
最
終
的
に
了
承
す
る
場
で
は
あ
っ
て
も
、
各
担
当
か
ら
提
案
さ
れ
る
団
体
に
対
し
て
大

会
全
体
の
構
成
か
ら
再
考
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
現
実
に
は
起
こ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
実
質
的
な
出
演
団
体
の
選
定
は
派
遣
元
都
道
府

県
の
役
割
で
あ
り
、
そ
の
団
体
を
前
提
と
し
た
枠
内
で
の
出
演
順
の
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
大
会
が
開
催

都
道
府
県
の
補
助
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
都
道
府
県
が
団
体
派
遣
の
予
算
を
持
つ
と
い
う
構
造
で
あ
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る
と
い
う
点
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
実
行
委
員
会
と
い
う
組
織
を
持
ち
な
が
ら
、
現
実
に
は
年
度
毎
の
開
催
都
道
府
県
の
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
る
た
め
、
大
会
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
蓄
積
さ
れ
ず
生
か
さ
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
は
、
大
会
時
以

外
に
も
担
当
者
の
会
議
を
持
ち
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
根
本
的
に
は
、
実
行
委
員
会
が
名
目
的
に

も
実
質
的
に
も
大
会
の
主
催
者
と
な
る
事
に
よ
っ
て
、
事
業
成
果
を
生
か
し
た
展
開
が
可
能
に
な
る
点
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

実
現
の
た
め
に
は
、
文
化
庁
が
実
行
委
員
会
を
国
庫
補
助
事
業
者
と
認
め
、
か
つ
実
行
委
員
会
の
財
政
基
盤
を
各
都
道
府
県
が
負
担
す
る

と
い
う
構
造
が
必
要
で
あ
る
た
め
簡
単
で
は
な
い
が
、
真
剣
に
討
議
す
べ
き
価
値
は
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
の
他
、「
出
演
団
体
に
対
す
る
対
価
支
払
い
の
是
非
」

な
ど
も
論
ず
べ
き
課
題
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
対
に
限
ら
ず
民
俗
芸
能
の
現
地
公
開
以
外
の
公
開
全
体
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
の
で
、
機
会
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
は
、
全
国
民
俗
芸
能
大
会
に
次
ぐ
歴
史
を
持
つ
大
会
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
委
員
会
及
び
文
化
庁
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
が
関
係
す
る
と
い
う
点
で
、
文
化
財
保
護
的
性
格
を
色
濃
く
持
つ
、
あ
る
い
は
持
つ
と
期
待
さ
れ
る
催
し
で
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
歴
史
・
現
状
・
今
後
に
つ
い
て
種
々
私
見
を
述
べ
た
が
、
そ
の
時
々
の
条
件
の
中
で
努
力
さ
れ
伝
統
を
作
っ
て
き
た
関
係

者
に
対
し
て
は
深
甚
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
同
時
に
、
伝
統
が
あ
る
故
に
、
そ
の
継
続
の
み
が
自
己
目
的
化
す
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て

い
な
い
か
を
常
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
在
の
我
々
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

(

1)

拙
稿
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
出
演
演
目
一
覧
」（『
芸
能
の
科
学
』
三
十
一
号
）
の
八
十
六
頁
。

(

2)

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
に
発
行
さ
れ
た
本
書
は
、「
文
化
庁
監
修
・
文
化
財
保
護
法
五
十
年
史
顧
問
会
議
編
集
協
力
」
で
あ
り
、
実
際
の
執
筆
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は
当
時
の
文
化
庁
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。
現
時
点
で
の
文
化
庁
の
最
新
公
式
見
解
と
考
え
て
良
い
。

(
3)

『
民
俗
芸
能
』
創
刊
号
（
昭
和
三
十
七
年
五
月
　
民
俗
芸
能
友
の
会
）
五
十
七
頁
〜
五
十
九
頁
。
署
名
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
、
当
時
の
文

化
財
保
護
委
員
会
関
係
者
と
思
わ
れ
る
。

(

4)
五
ブ
ロ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
名
と
各
ブ
ロ
ッ
ク
所
属
の
都
道
府
県
名
を
列
記
。
沖
縄
県
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
除
き
、
現
行
と
同
一
。

(

5)

こ
の
五
カ
年
計
画
と
い
う
記
述
は
他
の
資
料
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
詳
細
は
未
詳
。
新
規
事
業
の
場
合
、
年
度
を
限
っ
て
予
算
立
て
を
す
る
こ
と

は
、
特
に
対
財
政
当
局
向
け
の
説
明
と
し
て
は
よ
く
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
も
そ
う
い
う
意
味
合
い
の
も
の
か
。

(

6)

三
百
四
十
四
頁
。
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
同
書
は
、
文
化
財
保
護
法
十
周
年
を
記
念
し
て
文
化
財
保
護
委
員
会
が
編
集
し
た

も
の
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
体
会
発
足
直
後
の
同
委
員
会
の
公
式
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

(

7)

同
書
三
百
三
十
八
頁
。「
更
に
日
本
の
各
地
に
遺
存
し
て
い
る
民
俗
芸
能
の
す
ぐ
れ
た
も
の
を
東
京
に
集
め
て
全
国
民
俗
芸
能
大
会
を
昭
和
二
十
六

年
度
か
ら
十
回
、
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
は
こ
れ
と
併
行
し
て
全
国
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
民
俗
芸
能
を
公
開

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
を
開
催
し
て
相
当
の
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
。」

(

8)

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
笹
原
亮
二
「
奇
妙
な
舞
台
・
微
妙
な
舞
台
│
民
俗
芸
能
大
会
と
民
俗
芸
能
研
究
者
│
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
十
二
号

平
成
二
年
十
一
月
　
民
俗
芸
能
学
会
）
が
示
唆
に
富
む
。

(

9)

全
国
民
俗
芸
能
大
会
の
場
合
は
、
文
書
・
写
真
・
録
音
に
加
え
て
、
採
譜
・
ス
ケ
ッ
チ
、
舞
踊
等
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(

10)

昭
和
四
十
四
年
度
「
無
形
文
化
財
記
録
　
芸
能
編
１
『
民
俗
芸
能
〈
神
楽
〉』」、
四
十
六
年
度
「
無
形
文
化
財
記
録
　
芸
能
編
２
『
民
俗
芸
能
〈
田

楽
ほ
か
〉』」、
四
十
九
年
度
「
無
形
文
化
財
記
録
　
芸
能
編
３
『
民
俗
芸
能
〈
風
流
　
東
日
本
〉』」
・
「
無
形
文
化
財
記
録
　
芸
能
編
４
『
民
俗
芸
能

〈
風
流
　
西
日
本
〉』」。

(

11)

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
俵
木
悟
「
文
化
財
と
し
て
の
民
俗
芸
能
│
そ
の
経
緯
と
課
題
│
」（『
藝
能
史
研
究
』
第
一
六
〇
号
二
〇
〇
三
年
一
月
二

〇
日
　
藝
能
史
研
究
会
）
が
詳
し
い
。

(

12)

尾
島
利
雄
「
民
俗
芸
能
大
会
に
つ
い
て
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
十
二
号
　
平
成
二
年
十
一
月
　
民
俗
芸
能
学
会
）。

(

13)

国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
出
演
演
目
一
覧
」（『
芸
能
の
科
学
』
三
十
一

号
）
の
百
二
十
三
頁
〜
百
三
十
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

14)

平
成
十
六
年
度
は
、
国
際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
民
俗
芸
能
大
会
と
分
離
さ
れ
、
文
化
庁
の
直
営
事
業
と
し
て
、
平
成
十
七
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年
二
月
十
六
日
に
国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
。

(
15)

例
え
ば
、
平
成
十
五
年
度
の
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
こ
の
民
俗
芸
能
大
会
は
、
各
府
県
の
地
域
社

会
に
根
ざ
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
価
値
の
高
い
民
俗
芸
能
が
一
堂
に
会
し
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
保
存
会
等
の
伝
承
基
盤
を
活
性
化
し
、

無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
伝
承
と
普
及
・
啓
発
を
図
る
有
意
義
な
大
会
で
あ
り
ま
す
。」
と
あ
り
、
同
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、「
関
東
甲
信
越
静
各
都
県
の
、
地
域
的
特
色
が
顕
著
な
伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
俗
芸
能
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
喚
起
し
、
併
せ
て
各
地
に
お
け
る
保
存
・
伝
承
活
動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
こ
の
大
会
」
と
あ
る
。
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〔Summary〕

District Festivals of Folk Performing Arts
－ Their History and the Present －

MIYATA Shigeyuki

Today,there are many events of folk performing arts presented on stage
throughout Japan. Among these, district festivals of folk performing arts
sponsored in turn by borard of education of prefectures have had a long history
in since 1959. They have big nationwide influences, because the whole country
is divided into five blocks and these festivals are held in each block.

These festivals have played a large part in the field of the protection of
intangible folk cultural properties protection. But , it is also a fact that various
problems are occurring at present. Festival management form, budget,
selection of performing arts groups,  change in form of the perfoming arts,
audience mobilization, and others, are some example.

This paper, survey the history of these festivals, evaluate the role they
have played, and refer to the problems which they face at present.


